
 
 
 
 
 
 
 

 
  将来の農業に明るい展望を見出し、新たな視点にたった農業経営の発想の醸成に寄与する

ため、有識者による講演会と意見交換会を開催します。 

 

１．講師 株式会社農楽（ノーラ）  代表取締役 千葉 康伸 氏 

（神奈川県愛甲郡愛川町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．開 催 日 令和７年１月２９日（水） 午後１時３０分～午後５時 
  

３．場  所 山形市東古館１４５番地 「山形市農業研修センター」（協同の杜の南側隣接） 

 

４．内  容 〇講 演 会 午後１時３０分～午後３時３０分 

演 題 『楽しくて、人が集まる場所を目指して』 

       〇意見交換会 午後３時４５分～午後５時 

               講師を囲んで有機農業に関する内容を中心に、農業に 

関する様々な意見交換を行います。 

 

５．参加費等 入場無料 

 

６．申込方法  やまがたｅ申請(右記二次元バーコードより申込み) 

        または、 

 FAX、郵送、Eメール等で、①～⑤を記入の上、 

山形市農政課にお申し込みください。（裏面に申込書あります。） 

       ①住所  ②氏名  ③連絡先  ④参加内容(講演会・講演会と意見交換の

両方)  ⑤有機農業に関するご意見・ご質問（あれば） 

   

７．主  催 山形市、山形市農業振興協議会、 

    一般社団法人山形市農業振興公社、山形市農業研修センター 

 

８．後  援 山形市農業委員会、山形市農業協同組合、山形農業協同組合、 

       山形市認定農業者連絡協議会、山形市青年農業士会 

 

【お問合せ】  農政課 農政企画係   電話 023-641-1212 内線 429 

      （一社）山形市農業振興公社 電話 023-644-1622 

令和６年１２月発行 山形市認定農業者情報誌 第１７０号 

現在の山形市の認定農業者数：３７５名（令和６年１２月） 

《発行》山形市農業振興協議会 
＜問い合わせ先＞ 
農政課 就農・経営支援係 
℡ 641-1212 内線 430 

－講師プロフィール－   
30 歳で会社勤めを辞め、高知県の土佐自然塾、山下農園での 2 年間

の研修を経て、神奈川県愛川町で新規就農し、2022 年に株式会社 農
楽（ノーラ） を設立。現在は、無農薬や化学肥料を一切使用せず、
オーガニック栽培でニンジン・ニンニク等年間約 50 品目の有機野菜
を栽培している。 
また、新規で農業を志す研修生の受け入れやアグリイノベーション

大学校の専任講師を務め、農業人材の育成にも精力的に取り組むほ
か、2018 年 6 月には「一般社団法人 次代の農と食をつくる会」代
表理事に就任し、持続可能な農と食の未来を目指して活動している。 



 

山形市新春農業講演会 申込書 

 

 次のとおり申し込みします。         令和  年  月  日 

 

〒     －  

住所  

氏名  

Tel      －       － 

Fax －       － 

E-mail             ＠ 

参加内容 

（〇をつける） 
講演会のみ  ・  講演会と意見交換会の両方 

有機農業に関するご意見・ご質問があればご記入ください。 

 

 ※参加申込書を令和７年１月２０日（月）まで、FAX、郵送、Eメール等で提出して

ください。 

 

        連絡先 〒990-8540 

             山形県山形市旅篭町二丁目 3番 25 号 

             山形市農林部農政課農政企画係 

             Tel：023-641-1212 内線 429 Fax：023-641-1865 

             E-mail：nousei@city.yamagata-yamagata.lg.jp 

 

mailto:nousei@city.yamagata-yamagata.lg.jp
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農薬適正使用の徹底について 
 

     令和６年 11 月 22 日 
                          山形県農林水産部 

 

このたび、食品衛生法に基づく残留農薬検査（収去検査）において、本県産セロリから

残留農薬基準値を超える農薬が検出されました。原因は、防除器具の洗浄不足によるもの

です。県産農作物における収去検査での違反事例は昨年に続き、２年連続の発生です。 

農薬使用時における「慣れ」や「油断」が大きな誤りをもたらし、産地に対する消費者

の信頼を失うことにつながります。 

農薬使用者一人一人が、もう一度、基本に立ち返り、農薬を使用する際は、使用基準をし

っかり守るとともに、農薬飛散防止対策や散布器具の洗浄等の徹底に取り組みましょう。 

 

 

１ 農薬のラベルは必ず読みましょう！ 

ラベルには、農薬使用者が守らなければならない情報、安全に使用するための情報、効

果的に使用するための情報が記載されています。 

（１） 農薬の適用作物、使用量（希釈倍数）、使用時期及び使用回数は、必ず守りましょう。 

（２） 農薬による危害を防止するために、「安全使用上の注意」を確認しましょう。 

（３） 特に注意が必要な事項は、使用者、魚類、蚕及びミツバチ等に関する「注意喚起マ

ーク」が表示されています。 

 

２ 生産履歴記帳を徹底しましょう！ 

  消費者に栽培過程を説明できるようにしておくことは、食品を生産する者としての責任

であり、農産物の安全性に対する証明書となります。 

（１） 農薬を使用した際には、作業終了後速やかに、使用農薬、使用月日、使用量（希釈

倍数）、に記帳しましょう。また、収穫前には、農薬の使用時期と使用回数を必ず

点検しましょう。 

（２） 販売先や消費者等から生産履歴情報を求められたときは、正確かつ迅速な対応が必

要です。記帳は、品種ごとほ場ごとに正確に行いましょう。 
 

農業者の皆様へ

　　農薬適正使用の徹底について以下のとおり山形県より通知がありました
　ので、十分注意して農薬を使用しましょう。
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３ 農薬飛散（ドリフト）を防ぎましょう！ 

農薬の飛散防止に当たっては、以下の対策を複数組み合わせて実施するとともに、周

辺圃場の生産者との連携を密にすることが大切です。 

（１） 風が強い時の散布は避けます。風が弱い時にも、風下に他作物がある場合は、特

に注意しましょう。 

（２） 果樹園の端部では、園地の外側から散布します。特にスピードスプレーヤーを使

用する場合は手散布に代えましょう。 

（３） ノズルと作物の距離が開きすぎると風にあおられやすくなるので、できるだけ作

物の近くから散布しましょう。 

（４） 適正な散布圧力、散布量、風量を厳守しましょう。 

（５） 使用目的に合わせた適度な噴霧粒径ノズルを選択します。ドリフト低減型ノズル

を積極的に利用しましょう。 

（６） ほ場境界には、防風ネットの設置や、ソルゴー等の障壁作物を植栽しましょう。 

（７） 農薬飛散が懸念される場合は、散布作業中は作物をシートで被覆したり、ハウス

のサイドを閉めましょう。 

（８） 代替可能な場合は、飛散しにくい剤型（粒剤や微粒剤F）を選択しましょう。 

 

４ 防除器具は必ず洗いましょう！ 

  防除器具の洗浄不足が原因と考えられる農薬残留の事例が増えています。防除器具の

使用にあたっては以下の対策を実施し、防除器具内に農薬が残らないようにしましょう。 
（１）使用後は、速やかに防除器具の洗浄を行いましょう。 
（２）防除器具を作動させて、ポンプ、散布ホース内に十分な量の水を通しましょう。

また、余水口側のホース内、タンクやノズルも十分に洗浄しましょう。 
（３）使用前に、防除器具がしっかりと洗浄されていることを確認しましょう。 

  

【お問い合わせ先】 
 
○村山総合支庁 農業技術普及課     山形市鉄砲町2ｰ19-68           TEL 023-621-8272 
○村山総合支庁 西村山農業技術普及課  寒河江市大字西根字石川西355       TEL 0237-86-8154 
○村山総合支庁 北村山農業技術普及課  村山市楯岡笛田4-5-1             TEL 0237-47-8626 
○最上総合支庁 農業技術普及課     新庄市金沢大道上2034           TEL 0233-29-1321 
○置賜総合支庁 農業技術普及課          東置賜郡高畠町大字福沢字鎌塚台160   TEL 0238-57-3411  
○置賜総合支庁 西置賜農業技術普及課    長井市高野町2-3-1                   TEL 0238-88-8206 
○庄内総合支庁 農業技術普及課          鶴岡市藤島字山ノ前51    TEL 0235-64-2103 
○庄内総合支庁 酒田農業技術普及課      酒田市若浜町1-40                    TEL 0234-22-6521 
○農林水産部農業技術環境課       山形市松波2-8-1                    TEL 023-630-3419 



 

国の法律やガイドライン、県が定めた制度などの基準を満たすと認められた農産
物には、認証マークを表示することができます。 
 

 
 

◆有機農産物の認証 

（JAS 法に基づく有機農産物の「生産行程管理者」及び「小分け業者」の認証） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農サポやまがた（公益財団法人やまがた農業支援センター）では、JAS 法に基づく有機

農産物及び有機加工食品の「生産行程管理者」及び「小分け業者」の認証業務を行ってい

ます。 

 

生産行程管理者とは…農林物資の生産行程を管理し、又は把握している者をいいます。 

有機農産物でいえば、それを作る農家（生産者）や生産者組合などが

これに該当します。 

小分け業者とは………有機食品を仕入れてそれを小分けし、再び有機食品の表示を行って販

売する者をいいます。 

 

 

 

◆特別栽培農産物の認証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認証を受けた農産物には、ガイドライン表示を行うとともに独自の認証シールを貼付します。 

 

農産物認証について 

農産物認証についての詳細は農サポやまがたへお問い合わせください。 
農サポやまがた（公益財団法人やまがた農業支援センター） 

〒990-004 山形市緑町一丁目９番 30 号 緑町会館４階 
℡ 023-642-2905 

有機農産物は、化学的に合成された肥料及び農薬の使用を避けるこ

とを基本として生産された農産物です。有機 JAS マークは、有機食品

の JAS に適合した生産が行われていることを登録認証機関が検査し

て、認証された事業者のみが付けることができます。 

特別栽培農産物は、農林水産省の「特別栽培農産物に係る表示ガ

イドライン」に定められた特別栽培農産物の基準に従って生産され

た農産物です。 

県では、県産の特別栽培農産物について、消費者の信頼を確固た

るものにするために認証制度を設け、農サポやまがたが認証業務を

行っています。 



 
農業経営基盤強化促進法の改正により、利用権設定等促進事業（相対による利用集

積）の利用申込が出来なくなります。利用申請受付は下記の受付締切日が最終となり

ますので、利用をご希望の場合は、お早めに手続きをお願いいたします。 
なお、現在契約中の利用権設定等促進事業での貸借については、期間満了日まで継

続されます。 
 

〇 利用申請受付締切日 

 令和７年 １月３１日（金）  最終締切日 

※現在利用中の契約を途中で変更する場合は、解約手続きが必要になりますので 

ご注意ください。 

 

〇 利用要件 

市街化区域外の農地が対象で、耕作者の利用要件を満たす必要があります。 
 
 
◎ 令和７年２月１日以降は農地の貸借や売買手続きが変わります。 

 
令和７年１月３１日まで           令和７年２月１日以降 

 

①農地法第３条                 ①農地法第３条      

②利用権設定等促進事業             ②農地中間管理事業  

③農地中間管理事業               

 
 
  
 

 
 
 

 
 

《 問い合わせ先 》 

    山形市農業委員会事務局 農地係（ 市役所 6 階 ） 

    TEL 023-641-1212  内線 775・776・916 

相対による利用集積の申込受付が終了します 

※農地中間管理事業の利用申込の受

付は令和７年４月以降に再開を予定

しています。貸借契約開始は令和７

年１０月以降となります。ご注意く

ださい。 

（③の今年度利用申込は 

令和６年１２月１７日（火） 

で終了しています。） 



※ 任意事業のみの申請はできません。必須事業により交付申請を行う場合に限り、任意事業に  

係る費用を補助対象経費に加えて交付申請すること ができます。   

 
 
山形市では、市内中小企業の生産性の向上を目的として、デジタル技術を活用し、業務の効率化や

経営課題の解決に取り組む際のデジタルツールの導入に係る費用を補助します。 
 
          市内に本社を有している中小企業（従業員が５０人以下）及び個人事業主 

  
            業務の効率化や自社における課題解決を図るために、デジタ ルツール  

を導入し、既存業務のデジタ ル化や の推進等に取組む事業DX  
 
下記一覧表に該当するもの              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

            
 

補 助 率 ： 必須事業、任意事業ごと に補助対象経費の２／３以内   
補助上限額 ： 必須事業、任意事業ごと に１０万円              

           ※ 補助対象経費は、税抜価格になります。消費税及び地方消費税は補助対象外です。 

令和６年８月１日（木）から令和７年１月３１日（金）まで             
 
 
        
 
 

１ 交付申請書の提出.  
交付申請書（ホームペー
ジか ら ダ ウ ン ロ ー ド可）
に必要事項を 記載し、添
付書類（裏面参照）を 添
えて、ご提出く ださ い。 

２．審査～事業実施  
申請した書類を山形市
が 審査しま す。そ の 後
補助金の交付決定を受
けて か ら 、事業を 実施
してく ださ い。 

３．実績報告書の提出  
予定して い る 事業が 完
了したら 、事業の実績報
告書を （ホームページか
ら ダ ウ ン ロ ー ド可）に必
要書類を 添え て ご 提出
く ださ い。 

４．補助金の支給 
本補助金は、申請者が
経費の 支払い を 完了
後、実績報告書・請求書
の提出・審査を経て、申
請者の 口座に振り 込ま
れます。 
 

 スケジュール   

経費区分 補助対象経費 補助上限額 備　考

【勤怠管理ツール等の導入費用】

　⑴ 勤怠管理ソフトウェアの導入に要する経費

　⑵ 勤怠管理クラウドサービス利用型に要する経費
　　 ※年払や月払の利用料を含む

　⑶ 勤怠管理に伴う周辺機器の導入経費
　（例）ICカード打刻用機器、指紋認証用装置、動脈認証用装置等

　⑷ 給与管理ソフトウェアの導入に要する経費

　⑸ 給与管理クラウドサービス利用型に要する経費
　　 ※年払や月払の利用料を含む

【ペーパーレス化へ繋がるツールや設備等の導入経費】

　⑴ グループウェアの導入経費

　⑵ 日報アプリの導入経費

　⑶ 会計ソフトウェアの導入経費

　⑷ OCRの導入経費（AI OCRも含む）

　⑸ 上記のクラウドサービス利用型に要する経費
　　 ※年払や月払の利用料を含む

※左記、補助対象経費
⑷・⑸の給与管理ソフ
ト（クラウドサービス
利用型を含む）の適用
については、既に勤怠
管理システムを導入し
ている場合と今般、勤
怠管理システムを同時
に申込する場合に限
る。

必須事業

任意事業

１０万円

１０万円



【申請時に必要な書類】    
      

⑴ 山形市企業 推進事業費補助金交付申請書（別記様式第１号）  DX  
⑵ 山形市企業 推進事業計画書（別記様式第２号）  DX  
⑶ 収支予算書（別記様式第３号）   
⑷ 事業所の所在地等を証明する書類   

（発行後３カ月以内の履歴事項全部証明書、登記簿謄本等。個人事業主の場     
合は、開業届出の写し等） 

⑸ 従業員の数を証明する書類   
（厚生年金保険又は健康保険の標準報酬月額決定通知書の写し、労働保険     
概算・確定保険料申告書（控え）の写し、賃金台帳等） 

⑹ 補助対象経費に係る見積書の写し   
⑺ 反社会的勢力排除に関する誓約書（別記様式第４号）   

  
  ※ 別記様式１号から４号はホームページからダ ウンロ ードしてご使用いただけます。 

※ 勤怠管理等導入に伴うパソコ ン 、タ ブ レッ ト、スマ ートフ ォン等の導入費用は対象外です。   
 
㊟必ず導入する前に申請し、交付決定を受ける必要があります。補助金の交付決定前に発注、 

契約、支出した経費は対象と なりませんのでご注意下さ い。 
 
 

お問合せ  
お申込み  

山形市産業政策課働きやすさ 追求室 

  〒９９０－８５４０ 山形市旅篭町２－３－２５   

０２３－６４１－１２１２ 内線４１１ TEL    

E-mail hataraki@city.yamagata-yamagata.lg.j p  
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受講無料
明日から 仕事に活き る

実践的な 学び

人 材育成講座

ポイント ① ポイント ② ポイント ③

デジタ ルと 聞く だけでア レ ルギーがあっ ても 、

実際に体験し ながら 楽し く 学べる ！

身 の回り の課題を 、 デジタ ルを 使っ て解決で き る力 が

誰で も たっ た2日 間で身 につき ま す。

デジタルが
初めてでも安心

山 形 市 で 働 か れ て い る 方 へ

1 0 /3 1

  1次締切1次締切   2次締切2次締切

※申込は先着順です。

山 形市

DX

受

講者募集中
！

(木 )

1 /7
(火 )



申込時に以下のいずれかの日程をご選択く ださ い。

①2024/11/14（ 木） & 11/15（ 金） 両日9:00〜17:00　

②2025/1/22（ 水） & 1/23（ 木） 両日9:00〜17:00 

パソコン操作が不安でも

学びサポータ ーに相談できて

デジタ ル初心者の方も安心！

事

前
説明会（ オンラ

イ
ン

）
も

 開
催

！

講座の特徴

学べること

募集要項

実際の仕事で活かせる学びが身につく

事前のデジタ ル知識・ スキルは不要！

明日 からDXを始めるための実践的なスキル

事前説明会　 　 　

& 受講申込はこちら

Q.  研修で の学びや気づき は、

あな たの仕事に活かさ れて いま すか？

90%
「 学びを 実務で 活用し た」

と 回答 社内の情報共有に課題があっ たの

で 、 リ ア ルタ イ ムで 共有で き る 社

内ア プ リ を 作っ て解決し ま し た！

来社し たお客様の入退館手続き を

紙から デジ タ ルにし たら 、 ミ ス も

なく なり 管理が楽になり ま し た！
※過去研修における 、 受講3ヶ 月後のア ン ケート 結果

※

身の回り のでき ご と から

課題を 設定し 解決の構想を 描く

必要なデータ を 取得でき る

データ ベースを 設計
ノ ーコ ード ツ ールで

ア プ リ 開発

対 象対 象

定 員定 員

山形市内在勤の方（ 1社で複数名受講も 歓迎）

各回25名（ 公式サイ ト から 申込、 先着順）

日 時日 時

場 所場 所 山形市男女共同参画センタ ー「 フ ァ ーラ 」 ５ F視聴覚室

受講料受講料 無料

デジ タ ルによ る 課題解決の構想〜実装ま で 、 体験し な がら 学ぶ

[ お問い合わせ先（ ご受講・ プログラ ムについて）]

ラ イ フ イ ズテッ ク 株式会社
03-5877-4879（ 代表） dxbiz@ lifeistech.co. jp

※当事業は山 形市が主催し 、 運営・ 受講案内等について はラ イ フ イ ズテ ッ ク 株式会社に委託し て おり ま す。

（ オンライン）

 ※JR山形駅より 徒歩13分・ 駐車場利用OK

STEP１ STEP２ STEP３

※① 申込締切 10/31 (木） ※②申込締切 1/7 (火）

[ お問い合わせ先（ 当事業に関し て）]
山 形市商工 観光部 産業政策課
023-641-1212（ 内線411）

持ち物持ち 物  パソ コ ン（ 必須）   

スマート フ ォ ン（ お持ちの方）  
※パソ コ ンは業務用でも ご自身の物でも OKですがタ ブレッ ト は不可と なり ます。

mailto:dxbiz@lifeistech.co.jp

